
　雲ひとつない快晴の富士スピードウェイ。DoCoMoダンディライアンは、2名の新ドライバーと
共に今シーズン初となるプライベートテストを行い、08シーズンをスタートした。
気温 路面温度 ともに非常に低いが、今回テストプログラムを消化するには十分なコンディシ
ョン。
テストは、パドルシフトや新型センサーなどのシステムチェックと、ドライバーの習熟及びセット
アップの確認が主な目的。両ドライバー共、感触を確かめながら、精力的に100周以上を走り
こんだ。

40：松浦孝亮 選手
初めての富士スピードウェイでしたが、違和感なく走りこめました。
テストではパドルシフトや新センサーの動作確認とシステムセットアップを重点的に行いまし
た。システムは基本的に問題なく作動していますが、レースを戦うにはさらに細部の調整が
必要で、今回テストではとても重要なデータを取得出来たと思います。
また、同時に行ったセットアップ確認も、フォーミュラニッポンシャシーの特性を感じることがで
き、セットアップの方向性を理解することが出来ました。
来月早々に鈴鹿で始まる公式合同テストでは、のっけからルーキートップはもちろん、並居る
先輩に負けない走りで、開幕戦から最高のパフォーマンスを発揮できるように頑張ります。

41：土屋武士 選手
ダンディライアンとの初のテストはとてもうまくいきました。この２日間の走行の成果には非常
に満足しています。
気温が低く、コースコンディションはよくなかったですが、セットアップのいくつかの問題点に取
り組み、有意義なデータを得ることが出来ました。チームのみんなの仕事にはとても感謝し、
満足しています。次のテストでまた前進できると思います。

体力的 精神的準備も整い、開幕戦を待ち遠しく思っています。


